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グ リ ッ ドス ペ ー サ ー を用 い たIPLの 安全 対 策

高橋 知之,高 橋 士
心
虫貝

フ ォ トフ ェ イ シ ャル に代 表 され るIPLを 用 い た低 侵 襲 性 の 美 顔 術 で は 、 と き に 予期 せ ぬ 熱 傷 が お き

る こ とが あ る 。IPLか らの光 線 は レー ザ ー光 線 とは異 な り拡 散 光 で あ る の で ハ ン ドピ ー ス の ガ ラ ス 面 と

皮 膚 表 面 との 距 離 を一 定 に保 つ こ とが 重 要 で あ る 。 しか しそ の 間 に冷 した ジ ェ ル を置 か な け れ ば な ら な

い の で 中 々 困難 で あ る 。 距 離 を常 に2mmに 保 つ グ リ ッ ドス ペ ーサ ー を 考 案 した ので 報 告 した 。
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は じめに

IntensepulsedLightに よ る脱毛機 が開発 されて久

しい。 その後 、出力 をさげ るこ とによって低 侵襲

で美顔治療 を行 なうフ ォ トフェイシ ャルが登場 し、

また同一原理 に基づ く機械 も続 々 と登場 している。

これ らの機械 を実際 に臨床の場 で使 用 してみ る

と、低 出力で施術 した場合 で あって も、 ときに予

期 せぬ副作 用 に遭遇 し困惑す るこ とも稀 ではない。

その ような副作 用の原 因 と安全対 策 につ いて述

べ る。

Fig.1Photographof30minutesafter6thtreatmentby

28J/cm2whichissamefluenceatthe5thtreat-

mentwithsameparameterandoperator

lPL(フ ォ トフ ェイシ ャル)に よる熱傷例

顔面の色素沈着 を主訴 とす る27歳 女性 に対 して

フ ォ トフェ イシ ャル を24J/cm2で 開始 した。経過

良好 にて毎 回1」 ノcm2ず つ 出力 をあげ、5回 目の施

術 は28」/cm2で 行 なわれが合併症 はお きなか った。

6回 目 も同 じく28J/cm2で 始 め た ところ痛 みを訴 え

た ので途 中で27J/cm2に さ げた に も関 わ らず前 額

部 を中心 に広範 囲 に熱傷が生 じた(Fig.!)・

Laser

FlashLamp

熱傷の原因

レーザ ー光線 は直進 光であ るゆ え、光源 と受 光

面 との距離 に多少 の差 があ って も ターゲ ッ トが受

けるエ ネルギ ー量 に大 きな違 い はでないが フ ラッ

シュ ランプの場合 は拡散 光で ある ので距離 の2乗

に反 比 例 して 受 け る エ ネ ル ギ ー 量 は 減 弱 す る

(Fig.2)Q

す な わ ちIPL治 療 で は レーザ ー治療 に くらべ て

ハ ン ドピース と皮膚 の距離 を一定 に保つ こ とが大

切 であ る。 しか し、 レーザー治療 に慣 れ た施 術者

Fig.2ThoughtheIaserbeamdoesnotspread,the

beamfromtheflashIampspreads.
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はこの違いに注意を払わない傾向にある。

フォトフェイシャルの場合にはハ ンドピースの

ガラス面 を皮膚か ら一定距離(2mm)離 して空中

で把持 し、その隙間に冷 した透明なジェルを問置

して施術するのが原則である。 しかし現実にはそ
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Fig、3Theuppersection:Standardspacerdistributedby

themanufacturer

ThebwersectionlGridspacer

の よ うに把持 す るの は極 め て困難 であ る。IPLは

拡 散 光 なので既定 の距離 よ りも離 れす ぎれば効果

が減弱 し、近 づ きす ぎれば熱傷 を きたす のである・

Fig.1で 示 した熱 傷例 は ま さにこの こ とが原 因で

ある と推 測 され る。

距 離 を一 定 に保 つ工夫 と してFig.3上 段 の よう

な樹 脂製 の フレームが メー カーよ り供給 されて い

るが、実際 の施術 面 は平 らで はないの でハ ン ドピ

ース を皮膚 に押 しつけれ ば照射面 の中央 で盛 りあ

亀が り
、皮膚 は予定 され ていた以上 のエ ネルギ ーを

受 ける ことに なる。一方、 フ レーム近 くでは2mm

に保 たれ てい るので、 スポ ッ ト全体 が均一 なエ ネ

ルギー を受 けない(Fig.4上 段)。

熱傷 を恐 れてハ ン ドピース を皮膚 か ら浮 か し気

味 に施術 すれ ば、皮膚表面 は丸 みがあ るのでや は

り均 一な施術 はで きない。

グ リッ ドスベ ーサ ーによ る熱傷対策

従来のスペーサーでは中央部が盛 りあがって熱

傷 をおこすのであれば、盛 りあが りを阻止するグ

リッ ド(格 子)を ガラス前面に組み込めばよい と

考 えて著者 はグ リッ ドスペ ーサ ーを考案 した。

(Fig.3下 段)

従来のスペーサーはアクリル樹脂で造 られてい

るが、グリッ ド部分は強力な光に晒されるので耐

熱性 のあるポリカーボネー ト樹脂で成型 した。本

樹脂が溶解 して流動性 をおびるのは摂氏250度 程

度か らであるので身体使用であるグリッドスペー

サーでは変形をきたす可能性 は少 ない と考え られ

る。

Fig.4TheupPersection:Theskinprotrudesinthe

standardspacer

TheIowersectiQn:Gridspacereliminatesskinto

protrude

Fig.5-1

購

騒

Photographof3monthsa赴erlsttreatmentwith

Gridspacerby23J/cm20fPhotofacialwithout

anycomplication(Thedistancebetweenhand-

pieceandskinsurfacewas2mm)

実 際 に装着 したハ ン ドピー スを皮膚 に強 く押 し

つけて もガ ラス面 と皮膚 はFig、4下 段 の ご と く常

に一定距 離 を保つ こ とがで きる(Fig.4下 段)。

Fig.5-!は グ リ ッ ドスペ ーサ ーをつけ て23J/cm2

で施 術 し、合併症 な く順調 に経過 して3ケ 月後 で

ある。特 に 日焼 けを したわけで はないが 夏 を挟 ん

だため に22J/cm2で 施 術 す るこ とに した。 ところ

が グ リ ッ ドスペ ーサ ー装 着の手違 いの ため にガラ

ス面 と皮膚 との距離 が2mmで は な く半分 の1mm

と な って しまった。Fig.5-2は 施術15分 後 の写真

である。2mmで の 施術後 には発 赤は殆 どみ られな

かったが1mmの 場 合 は1J/cm2さ げ て施術 したに

もかかわ らず照射野 全体が発赤 し色素沈着 の高度
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Fig.5-2Photographof15mlnutesafter2ndtreatment
withGridspacerby22J/cm2(Thedistancewas
lmm)

な部位では表皮剥離 もみ られた。これ以上近づ き

す ぎれば熱傷 をおこ していたと考えられる。距離

を一定に保つことの重要性 とグリッドスペーサー

の効用を証明できた症例 といえる。

グ リッ ドスペ ーサーによ る熱傷

グリ ッ ドスペ ーサー を装着 すれ ば機 械の設定 が

常 に一一定 に施 術 の効果 と副作 用 に反映す る。すな

わち術者 に よる差 が無 くな り施術 の標準化 が もた

らされ るが、 当然 なが ら万能で はない。 グ リッ ド

スペ ーサ ー を装着 す るこ とによるデ メリ ッ トを考

察す る。

グリ ッ ドスペ ーサ ーを考案 した際 に筆者 自身 も

懸念 した こ とは グリ ッ ド直下 の効 果 と副作 用 につ

いて であ り、 透明 といえ ども光 の透過性 は透明 ジ

ェル よ ヒ)は劣 るので効果 の低下 が懸念 された。効

果が低 下す る とい う ことは皮膚 に加 わる熱量が少

ない とい うこ とであ るか らグ リッ ドに囲 まれ た小

窓 では熱傷が お きて もグ リッ ドの真下 ではお きな

いで あろ うと想 像 して いた。

しか し実際 に グリ ッ ドスペ ーサー を使用 しは じ

め て経験 した幾つか の症 例 をみる に、 出力 をあげ

てい った際 にお きる熱傷 は予想 に反 して グリ ッ ド

に囲 まれ た小 窓 にお いてで はな く、 グ リッ ド直下

でお きる ことが判明 した。

Fig.6は グ リ ッ ドスペーサ ー を装 着 したエ リプ

ス フレ ックスで の実験 で あるが、室温 で保存 した

摂氏24度 の透 明 ジェル(W部 分〉 と摂氏10度 に

冷 したジェ ル(C部 分)で の際 を調べ た もの であ

る。13.5J/cm2、15.5J/cm2、17.5J/cm2の3段 階の出

Fig.6Bumcomparedwiththewormandcoolgei

Theuppersectionl15minutesafterirradiation

Thelowersection:30hoursafterirradiatめn

力でテス トを行なったところ熱傷がおきる場合は

グリッド部分からであ り、また冷 したジェルを使

用 した場合に熱傷の程度 は軽いとい うことがあき

らかになった。

グリッドスペーサーの素材であるポリカーボネ
ー トは熱伝導性が低いために皮膚に生 じた熱 を吸

収 しにくいためであると考えられる。

考察

フ ォ トフェイ シャル をは じめ とす る低侵襲性 の

光治 療が普 及 してい るが、低侵 襲で あ る とい うこ

とが 大 きな利 点 として登場 した こ ともあ って、合

併症 に関す る発生機 序や対策 は論 じられ てい ない

よ うであ る。合併症 の頻 度 につい ては、Weissらij

は2.5%に6ヶ 月か ら1年 ほ ど続 く色 素脱出が み ら

れた と報告 し、本 邦 では根岸 ら2)は!02例 の 施術

に対 して3例 に水 庖形 成が み られ た と報告 してい

る。

医学的 には軽度 の熱傷 であ って も患者側 か らす

れば低侵襲 あ るいは ノー ダウ ンタイムであ るとい

う説明 を受 けて施術 に同意 したわけで 、 もとも と

疾 病の 治療 で もな く施術 部位 の殆 どが顔 面で ある

ことを考 えれ ば、わず かな合併症 といえ ども患者

にとって も深刻 な問題で ある。

レーザー治療 で効果 と副作用 を決定す るパ ラ メ

ー ターは、波長 ・パ ルス幅 ・出力、 さらには皮膚
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冷却方法であろう。それらのパラメーターを同一

に設定すれば治療の再現「生が得 られるはずである。

しか しIPLの 場合は光源 とターゲ ットである皮膚

表面 までの距離 というパラメー ターが存在 し、他

のパ ラメーターが同じであって も、近づ きす ぎれ

ば合併症が生 じ、離れす ぎれば効果が減弱する。

接触照射のIPL2な どでは光源 と皮膚の距離は当

然ながら一定ではあるが、皮膚冷却のためのジェ

ルを間置することができないので出力 をさげざる

をえず、従って満足い く効果が得られない可能性

もある。合併症 を最小限にして最大の効果を望む

場合にはグリッドスペーサーの装着 というの も選

択肢の一つとして考慮されるべ きであると考える。

まとめ

グ リ ッ ドスペ ーサ ーはIPLに よ る施 術 で冷 却 ジ

ェルの使 用 を前提 と した際 にハ ン ドピース と皮膚

表面 を常 に一定 に保 つ工夫 で ある。 しか しグ リッ

ドスペーサーを装着 したとしてもグリッドの直下

では皮膚の冷却効果が劣 るので高出力での施術の

際の熱傷の危険は解決 してお らず、今後の取 り組

むべ き課題 といえる。

本論文の要旨は第85回 日本美容外科学会(横 浜

2003年11月9日)に て発表 した。
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IPLSafetyUsingbyGridspacer

TomoyukiTakahashiラM.D.,TakashiTakahashi,M.D.
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TheskinrejuvenationwithIntensePulsedLightisconsideredless-invasiveandsafemethodbecauseitsnuenceislower

thanthemethodforthehairremovaL

Howeve鴫weexperienceskinbumthoughthetreatmentwasdonebythelowoutputastime .AsthelightfromIPL

machinespreadsasthetargetleavesfromthelightsource .Ontheotherhand,thelightfromlasermachinedoesnot

spread.ItisimportantthatthenIPLtreatmentkeepsafixeddistancebetweenhandpieceandskinsurface .

Becausethecoolinggelmustbeappliedbetweenhandpieceandskinsurface
,asforOperator,itisverydifficulttokeep

afixeddistanceofboth

Theauthordevisedspacerwithgridmadeoftransparentheat-resistantplasticmateriaLThisgridspacerwillcont曲ute

tostandardizationofanIPLprocedurebecauseitalwayskeeps2mmbetweenhandpieceandskin .
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